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 令和５年度 高等部研究について（中間まとめ） 

Ⅰ 研究テーマ  

 

「生涯にわたって学び、成長しようとする力を高める授業実践・指導実践」 

～授業記録シートを活用した個の見取りと評価～ 

  

 

Ⅱ 研究テーマ設定の理由  

１ 学校教育目標・学部教育目標から 

本校では学校教育目標として「児童生徒一人一人が個性と能力を発揮し、可能性を最大限に高

め、自立的・主体的な生活を送る」を掲げており、高等部においてもこの目標を目指し、実態に合

わせて学部教育目標を定めている。高等部の学部教育目標と経営方針を【表１】に示す。 

 

【表１】本校高等部の教育目標と経営方針 

学部教育目標 

（１）自ら学び、明るく豊かで活力ある生活を営むことができる。 

（２）様々な体験的学習や活動をとおして社会生活に必要な力を身に付けるとともに、自らの進路を考

え自己選択、自己決定ができる。 

（３）自ら健康や安全を考えて生活することができる。 

経営方針 

（１）自立した生活を目指し、将来の社会生活に必要な知識及び健康・安全に関する知識につい

て自ら学ぶ姿勢を育てる。 

（２）生徒の円滑な集団参加を進めるために重複障害学級と通常学級の計画的な交流を推進する。 

（３）地域の学校や施設等との交流を行うことにより、主体的な社会参加の基盤作りを行う。 

（４）個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成をとおして、生徒一人ひとりの実態及び教

育的ニーズの的確な把握と必要な支援を行う。 

（５）生徒のニーズと個々の自立に向けた教育課程を検討する。 

（６）家庭・寄宿舎・学園・関係機関との共通理解と支援の一貫性を図る。 

高等部では、卒業後のそれぞれの進路に向けて生徒一人一人が主体的に豊かで充実した生活を送

ることを目指して、日々の教育活動に取り組んでいる。特に、卒業後の職業生活や社会自立に必要

な事柄を総合的に学習する「作業学習」を中心に教育課程が組まれている。 

 

 ２ 高等部の授業づくり（作業学習）から 

   千葉大学教育学部附属特別支援学校教育実践研究会（2018）は、「高等部にあっては、現実の社

会とのかかわりを強め、卒業後の生活に自然につながる学校生活となるようにします。『働く生

活』を重視して、一年間の学校生活を計画します。」としており、学習指導要領解説では「作業学

習は、作業活動を学習活動の中心にしながら、児童生徒の働く意欲を培い、将来の職業生活や社会
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自立に必要な事柄を総合的に学習するものである。」としている。これらのことから、高等部が目

指す生徒像に作業学習をとおして近づくことができると期待することができる。 

   また、高等部作業学習の指導計画には【表２】が挙げられている。加えて、令和２年度の学部研

究において高等部職員で確認している本校高等部が作業学習において大切にしていることを【表

３】に示す。 

 

【表２】高等部作業学習の指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表３】本校高等部の作業学習で大切にしている点 

 

 

 

 

 

 

   

 ３ これまでの学部研究から 

   前次研究において高等部では、各教科等を合わせた指導の指導形態である「作業学習」に焦点を

当てた授業実践をした。主体的に学ぶ姿を目指して、高等部作業学習における生徒の具体的な実態

や様子から「育成を目指す資質・能力」を整理した。また授業記録シートを活用し、個人の目標、

目標達成のために考えられる「できる状況づくり」を具体的にし、授業づくりに取り組み、一定の

成果を得ることができた。前次研究の成果と課題を以下に示す。 

（１）成果 

① 高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」の明確化 

高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」について共通理解することで、単元や

個人の目標について３観点に沿って具体的に設定できた。このことで、作業班内の指導者間で

目指す方向性が一致した統一された指導につながり、生徒については落ち着いて作業に集中

することやスムーズな指示の受け入れにつながった。 

② 活動を教科で捉える視点 

      授業記録シートを活用し、生徒の活動内容について各教科を意識した視点をもつことで、指

導者が生徒の具体的な姿を捉え、目標設定や手立てを共有した。手立てや支援方法を整理し、

作業班の指導者が共通した観点で生徒の指導を繰り返した。目標を明確にしたことで生徒の

（１）「働く」ことを学校生活の中心に据え、「作業学習」に取り組む。 

（２）生産や販売活動をとおして卒業後の「働く」意欲を高められる授業づくり。 

（３）生徒同士協力をしたり、地域と関わったりする経験をとおして必要な知識・技能・態度を

身につけられる授業づくり。 

（４）個に目を向けた目標設定と評価を生かした授業づくり。 

（１）社会生活に必要な知識・技能・態度を身に付け、将来の社会生活を具体的に理解できるよ

うにする。 

（２）地域との関わりを重視した作業活動の展開をとおして、生産や販売活動など作業する喜び

や成就感を味わわせ、働く意欲を喚起する。 

（３）生徒が共同で取り組むことにより、一人ひとりが役割意識をもち、主体的に作業に取り組

む態度を養う。 
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主体性や自信につながった。 

    ③ 「ヒト」「モノ」「コト」で考える「できる状況づくり」 

      授業記録シートの個人の活動内容についての支援を「ヒト」「モノ」「コト」に分けて考えた。

具体的にシートに書き出すことで、一つの活動に対しての支援を細分化し、具体的な内容にな

ったことで教師間のズレのない支援の共有につながった。 

      生徒への支援が細かい部分まで統一されたことでスムーズに活動に取り組む生徒やコミュ

ニケーションなどそれぞれの目標の達成につながった。 

④ 授業記録シートの活用 

      学部研究会の中で作業班ごとに授業記録シートの内容についてのワークショップを行った。

授業記録シートを通して指導者全員が個々の生徒の課題や目標について共有し、生徒の実態

について情報交換したことで生徒を多面的に捉え、生徒一人一人の具体的な課題と改善点を

イメージすることにつながった。ワークショップを通して次の授業へ活かすことができた。 

 

  （２）課題 

    ① 高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」の定着 

      高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」について三つの観点を示したが、まだ

定着には至っておらず、目標設定や評価の視点に活用できなかったというアンケート結果が

見られた。目標設定、評価について「育成を目指す資質・能力」の観点を活用していきたい。 

      ② 授業記録シートを活用した授業づくりの PDCAサイクル 

      高等部研究のアンケート結果の中に「一つの単元で完結せずに、次の単元に活かすことが大

事」「授業に対して後追いで作成してしまった」という回答が見られた。今回学部研究会を機会

に授業記録シートの作成を行ったが、本来、日常的に活用し、次の授業、次の単元へとつなげ

ていくことで最大の効果が得られるものと考える。生徒の実態や活動内容など日常的に記録で

きるようなシートの活用方法を考えていく。 

 

   以上のことから、本次研究においては個に焦点を当てた目標設定や評価を実践し、具体的な子ど

もの姿を捉えたより効果的な授業づくり、「観点別」や「できる状況づくり」を意識しやすく、授

業改善に活用できる授業記録シートの工夫を取り入れた「作業学習」の実践をとおして、より学校

教育目標・学部教育目標に掲げられる生徒像に迫りたい。 

 

 

Ⅲ 研究内容  

１ 学部研究の基本構想と共通理解 

２ 高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」を軸にした授業づくり 

３ 「できる状況づくり」の細分化 

４ 授業づくりシート等のさらなる活用と改善 

５ 研究のまとめ 
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Ⅳ 研究計画  

月 期日、内容 主な内容 

４ 

17日 学部研① ・令和５年度前沢明峰支援学校全体研究計画（案）の概要に

ついて周知 

・学部研究の方向性について提案・協議 

５ 

25日 学部研② 

 

・学部研究の内容、計画等について協議、資料の検討 

・授業研究会担当者（作業班）の検討 

・３観点に沿った各作業班の目標設定 

６ 
２日 全体研究会① 

23日 学部研③ 

・学部研究について全体に提案 

・できる状況づくりについてワークショップ 

７ 
７日 授業研究会①（中） ・中学部の授業提案についての協議 

20日 学部研④ ・９月高等部研究授業に向けた取組 

８ 17日 学部研⑤ ・９月高等部研究授業指導案、授業づくりシート作成 

９ 

15日 作業学習研究授業日① 

 

20日 学部研⑥ 

・できる状況づくりと授業づくりシートを活用した授業づ

くりと授業参観 

・授業研究会 

21日 授業研究会②（小） ・小学部の授業提案についての協議 

10 
19日 学部研⑦ 

 
・11月高等部研究授業指導案、授業づくりシート作成 

11 

10日 作業学習研究授業日② 

   （学校公開授業研究会） 

・できる状況づくりと授業づくりシートを活用した授業づ

くりと授業参観 

16日 学部研⑧ ・授業研究会 

17日 授業研究会③（高） ・高等部の授業提案について協議 

12 

21日 学部研⑨ ・11月授業研究会のまとめ 

・授業づくりシートの検討 

・高等部研究アンケート 

１ 18日 学部研⑩ ・学部研究のまとめ、全体研究会資料の検討 

２ 
15日 学部研⑪ 

22日 全体研究会② 

・全体研究資料の確認 

・高等部研究のまとめを提案 

３ 

７日 学部研⑫ ・学部研究の反省 

・全体研究会を受け、必要に応じて資料の修正 

・２年次の研究内容についての意見交換、方向性の確認 

 

 

Ⅴ 研究の推進にあたって  

 １ 「育成を目指す資質・能力」を軸にした授業づくり 
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（１）高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」に沿った目標設定 

（２）授業づくりシートの目標、生徒の実態、評価を「育成を目指す資質・能力」に沿って作成 

 

 ２ 「できる状況づくり」 

  （１）「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動内容と展開）」の３観点で整理 

  （２）「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動内容と展開）」を時系列で整理 

  

３ 授業実践と授業研究会 

（１）授業を見合う作業学習授業参観日の設定（年２回） 

（２）授業研究会でのワークショップの情報共有と授業改善 

 

 

Ⅵ 研究の実際 

１ 「育成を目指す資質・能力」を軸にした授業づくり 

（１）高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」に沿った目標設定 

前次研究で明確にした高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」【表４】につい

て高等部で再確認し、令和４年度の作業班の目標についてワークショップを行い高等部作業学

習における「育成を目指す資質・能力」を軸に考えた【図１】。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」を軸に考えた作業班の目標 

 

  （２）授業づくりシートの目標、生徒の実態、評価を「育成を目指す資質・能力」に沿って作成 

授業づくりシートで生徒について「実態」「単元の目標」「本時の目標」「評価の観点」【図２】、

そして「成果」「課題」「改善案」【図３】について「育成を目指す資質・能力」の３観点で作成

【知識及び技能】作業の手順や道具の使い方を理解し、正確に作業する。 

【思考力・判断力・表現力】自分で考えて作業を進め、必要な質問や報告をする。 

【学びに向かう力・人間性】目標を意識し、仲間と関わりながら意欲的に作業に取り組む。 

【表４】高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」 



- 高6 - 

 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】授業づくりシート目標設定部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】授業づくりシート評価部分 

 

２ 「できる状況づくり」 

   （１）「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動内容と展開）」を時系列で整理 

より個に焦点を当てるために、「現在行っている支援」「今後行いたい支援」について時系列

で考え【図４】、書き出したものを各作業班で確認し、共通理解した。 

 

（２）「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動内容と展開）」の観点で整理 

引き続き授業記録シートを活用し、個人の目標、活動内容についての支援について『目標達

成のために考えられる「できる状況づくり」』として「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の

設定）」「コト（活動内容と展開）」の観点で整理した【図５】。 

  

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力・人間性 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力・人間性 
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【図４】「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動内容と展開）」を時系列で整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５】「できる状況づくり」として「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動

内容と展開）」の観点で整理 

 

 

３ 授業実践と授業研究会 

（１）授業を見合う作業学習授業参観日の設定（年２回） 

 ９月と 11月に作業学習授業参観日を設定した。それに合わせて、指導案の作成と授業づく

りシートの作成を行った。 

 

（２）授業研究会でのワークショップの情報共有と授業改善 

     作業学習授業参観日の授業参観を経て対象授業について学部で授業研究会を行った。ワーク

ショップを行い、協議の柱に沿って意見交換を行った。ワークショップについては意見をまと

め【表５】学部研究会でフィードバックし、共通理解を図った。 
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【表５】協議の柱に沿って意見交換を行ったワークショップの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 研究のまとめ（２年次研究における１年次の中間まとめ） 

  前次研究を受け、作業学習の授業改善に取り組んだ今年度の学部研究であったが、ここまでに述べ

てきた研究の実際を受け、１年次の成果と２年次に向けての課題を以下にまとめる。 

１ 成果 

   （１）高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」に沿った授業づくり 

      高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」について確認し、作業ごとの目標を高

等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」を軸に考えることで、単元や個人の目標に

ついても３観点に沿って具体的に設定できた。このことで、作業班内の指導者間で目指す方向

性が一致し、単元や個人の目標の整理と共通理解に繋がり、統一された指導につながった。 

指導が統一されたことで生徒への支援や教材、教師からの指示が共通し、より安定した取り

組みに繋がり、その中で生徒が主体的な活動に繋がった。 

    

（２）個人に焦点をあてた「できる状況づくり」 

      授業記録シートの個人の活動内容についての支援を継続して「ヒト」「モノ」「コト」に分け

考えた。今年度の研究ではさらに「事前」「時中」「事後」の時系列で考え、より個に焦点を当

てた実態把握と支援を考えることができた。一つの活動に対しての支援を時系列で考え細分

化したことでより具体的でかつ現実的な支援の共有につながった。 

      生徒への支援が充実したことで活動に見通しをもったり、一人でできる作業が増えたりし



- 高9 - 

 

て主体的な姿勢につながった。 

 

   （３）研究授業と授業研究会の実施 

      研究授業に向けて授業研究の対象授業だけでなくすべての作業班が指導案の作成と授業づ

くりシートの作成を行ったことで授業づくりの意識が高まり、授業づくりシートを活用した

支援に繋がった。 

また、授業研究会では対象授業の協議の柱に沿ってワークショップを行った。すべての班が

指導案と授業づくりシートを作成したことで各班の授業や支援について具体例を出しながら

意見交換し、対象授業だけでなくそれぞれの班の生徒一人一人の具体的な課題と改善点をイ

メージすることにつながった。 

 

  ２ 課題 

（１）シートの内容を日常的に記録、情報共有 

      研究授業に向けて授業づくりシートの作成に取り組んだが、日常的に記録しやすいシート

があるとよりよいのではないかという意見があった。また、授業づくりシートを作成担当は記

載内容などを意識しながら授業づくりができたが、作業班内で情報の共有が不十分だった。 

 

（２）個の「生涯にわたって学び、成長しようとする力」の共通理解と具体化 

      「育成を目指す資質・能力」に着目し個に焦点を当てた。「育成を目指す資質・能力」の中

でも「生涯にわたって学び、成長しようとする力」に大きく関係するのが「学びに向かう力、

人間性等」であると考えられる。このことについて高等部で共通理解し、生徒の実態把握と目

標、評価、支援について「生涯にわたって学び、成長しようとする力」を意識した授業づくり

につなげる。 
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